
一 般 質 問市政について問う！

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
に
お
い
て
、

整
備
予
定
の
鉄
道
高
架
構
造
物
は
、
長
さ
約
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
最
大
の
高
さ
が
約
十
五
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
で
あ
り
、
そ
の

存
在
は
、
沼
津
駅
周
辺
の
景
観
を
大
き
く
損
な

わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
①
本
市
の

認
識
は
。
②
本
市
の
目
指
す
質
の
高
い
ま
ち
な

み
景
観
に
向
け
た
取
組
内
容
は
。

市
長
／
①
鉄
道
高
架
構
造
物
は
、
橋
梁
形

式
で
あ
る
た
め
、
高
架
下
に
広
大
な
空
間
が
生

ま
れ
、
そ
の
高
架
下
に
通
路
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
駅
の
南
北
を
自
由
に
行
き
来
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
回
遊
性
が
生
ま
れ
、

問答

市
民
の
生
命
や
生
活
を
守
る
た
め
の
防

災
・
減
災
の
取
組
は
。

市
長
／
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
震
や

津
波
、
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
応
す
る
た

め
の
防
災
・
減
災
対
策
を
最
重
要
課
題
の
一
つ

と
し
、
市
内
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
地
震
・

津
波
対
策
や
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
令
和
二
年
八
月
に
は
、

水
害
の
軽
減
に
つ
い
て
の
協
議
や
情
報
共
有
を

行
う
狩
野
川
流
域
治
水
協
議
会
に
参
画
し
、
国

や
県
、
近
隣
市
町
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

令
和
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
五
次
沼
津

市
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
、
強
靱
な
地
域
づ
く
り
、
自
主
防
災
力

の
向
上
な
ど
を
基
本
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て

お
り
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、

誰
も
が
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
。

施
政
方
針
に
掲
げ
る
誰
も
が
安
全
・
安
心

の
も
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
ど
の
よ

う
に
目
指
す
の
か
。

市
長
／
災
害
は
起
き
る
も
の
と
し
て
、
行

政
、
地
域
、
企
業
、
市
民
の
一
人
一
人
が
災
害

リ
ス
ク
を
認
識
し
、
危
機
意
識
を
持
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
が
対
応
策
を
持
っ
て
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
で
、
安
全
性
が
向
上
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
の
取
組
は
。

問答問答問

南
北
の
市
街
地
の
一
体
化
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

が
創
出
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
本

構
造
物
を
整
備
す
る
際
は
、
駅
周
辺
に
圧
迫
感

を
与
え
な
い
景
観
に
配
慮
し
た
空
間
デ
ザ
イ
ン

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
②
沼
津
駅
周

辺
地
区
を
、
人
中
心
の
空
間
と
し
て
再
編
す
る

た
め
、
公
共
空
間
再
編
整
備
計
画
を
令
和
三
年

度
に
策
定
し
、
併
せ
て
沼
津
市
景
観
計
画
の
見

直
し
を
行
う
。
今
後
は
、
県
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
機
関
と
連
携
の
上
、
質
の
高
い
ま
ち
な
み

の
景
観
を
形
成
し
、
市
街
地
環
境
の
改
善
や
都

市
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

沼
津
市
営
住
宅
条
例
で
は
、
入
居
の
際
、

連
帯
保
証
人
を
求
め
て
い
る
が
、
連
帯
保
証
人

の
確
保
が
困
難
で
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
市
民

の
立
場
に
立
ち
、
本
条
例
を
改
正
し
、
連
帯
保

証
人
の
要
件
を
外
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
の
認
識
は
。

市
長
／
市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
し
て

い
る
生
活
困
窮
者
が
、
連
帯
保
証
人
の
確
保
が

困
難
な
た
め
に
入
居
で
き
な
い
と
い
っ
た
事
態

が
生
じ
な
い
よ
う
、
連
帯
保
証
人
と
同
じ
役
割

を
果
た
す
機
関
保
証
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。
機
関
保
証
は
、
本
条
例
を
改
正

す
る
こ
と
な
く
導
入
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
期
導
入
に
向
け
て
手
続
を
進
め
、
連
帯
保
証

人
の
確
保
が
難
し
い
場
合
の
入
居
の
円
滑
化
を

図
っ
て
い
く
。

問答

市
長
／
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
情
報
提

供
や
助
言
を
行
い
、
緊
急
援
護
費
や
住
居
確
保

給
付
金
の
支
給
及
び
就
労
・
学
習
な
ど
の
自
立

相
談
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
支
援
が

必
要
な
場
合
に
は
、
生
活
保
護
制
度
を
適
用
し

生
活
の
安
定
を
確
保
す
る
中
で
、
就
労
な
ど
の

自
立
支
援
を
行
い
、
再
起
を
促
し
て
い
る
。
令

和
三
年
度
に
お
い
て
も
家
計
の
改
善
に
係
る
支

援
事
業
を
新
た
に
開
始
す
る
な
ど
、
生
活
困
窮

者
の
早
期
自
立
に
向
け
た
取
組
を
、
よ
り
強
化

し
て
い
く
。

答

▲生活困窮者からの様々な相談に対して
　助言・支援を行っている　　　　　　

▲高架下の空間を活用したイメージ図

小
泉

　宣
子

公明党

市
民
の
生
命
や
生
活
を
守
る
た
め
の

防
災
・
減
災
の
取
組
は

梅
沢

　
　弘

立憲沼津

沼
津
駅
周
辺
地
区
を
質
の
高
い

ま
ち
な
み
景
観
に
す
る
た
め
の
取
組
は
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本
市
の
普
通
建
設
事
業
費
は
、
十
年
間
で

約
四
十
五
％
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
市

の
厳
し
い
財
政
状
況
の
表
れ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
香
陵
公
園
周
辺

整
備
事
業
に
お
け
る
新
体
育
館
の
建
設
、
新
中

間
処
理
施
設
の
整
備
、
新
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

整
備
な
ど
、
大
型
事
業
の
実
施
に
対
す
る
本
市

の
認
識
は
。

市
長
／
普
通
建
設
事
業
費
は
、
基
本
的
に

財
政
負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
、
事
業
の
平
準
化

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
型
事
業
は
、

事
業
計
画
や
そ
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
年
度
に

よ
っ
て
は
事
業
費
が
増
加
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

新
体
育
館
建
設
、新
中
間
処
理
施
設
整
備
、新
屋

内
温
水
プ
ー
ル
整
備
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
単
年
度
の
負
担
を
軽
減
す
る
事
業

方
法
を
検
討
し
つ
つ
、
粛
々
と
実
施
し
て
い
く
。

問答

令
和
三
年
二
月
十
九
日
に
新
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
用
地
の
強
制
収
用
が
実
施
さ
れ
、
今
後
、

鉄
道
高
架
事
業
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

①
県
知
事
の
自
分
の
任
期
中
に
は
強
制
収
用
は

し
な
い
と
い
う
公
約
に
対
す
る
認
識
は
。
②
市

民
生
活
の
向
上
や
地
域
経
済
の
見
通
し
は
。
③

財
源
の
確
保
の
考
え
は
。

市
長
／
①
県
知
事
は
、
本
事
業
の
必
要
性

等
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
知
事
の
公
約
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と

は
差
し
控
え
る
。
②
本
事
業
は
、
交
通
環
境
の

改
善
に
よ
り
、
本
市
の
南
北
都
市
軸
の
形
成
を

確
固
た
る
も
の
と
し
、
ま
ち
の
拠
点
性
や
回
遊

性
を
向
上
さ
せ
、
本
市
が
持
つ
強
み
や
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
都
市
構
造
に
す

る
こ
と
で
、
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、

高
架
下
に
生
ま
れ
る
新
た
な
都
市
空
間
な
ど
に

市
民
が
求
め
る
多
様
な
都
市
機
能
を
集
約
す
る

こ
と
で
、
拠
点
性
や
生
活
の
利
便
性
が
高
ま
り
、

ま
ち
な
か
居
住
の
促
進
等
が
図
ら
れ
、
民
間

投
資
の
促
進
や
新
規
雇
用
の
創
出
な
ど
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
③

国
・
県
に
お
い
て
は
、
県
東
部
地
域
の
拠
点
都

市
と
し
て
、
本
事
業
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
計
画
的
か
つ
集
中
的
に

補
助
金
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
着
実
に
事

問答

令
和
三
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
示
さ
れ

た
当
初
予
算
額
は
、
令
和
二
年
度
の
当
初
予
算

額
と
比
べ
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
財
源

総
額
の
見
込
み
と
、
こ
れ
に
対
す
る
評
価
は
。

市
長
／
令
和
三
年
度
当
初
予
算
案
に
お

け
る
一
般
財
源
総
額
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

な
ど
に
よ
り
市
税
収
入
が
減
少
す
る
一
方
で
、

地
方
特
例
交
付
金
や
地
方
交
付
税
等
、
国
の

財
政
支
援
が
増
加
す
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

四
百
五
十
一
億
七
千
五
百
三
十
五
万
五
千
円
と

見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
本
市
の
一
般
会
計
に

お
け
る
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数

年
ほ
ぼ
四
百
五
十
億
円
台
で
推
移
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
本
市

の
事
業
実
施
に
必
要
な
財
源
確
保
に
取
り
組
ん

だ
も
の
で
あ
る
。

問答

業
を
進
め
て
い
く
。

第
五
次
沼
津
市
総
合
計
画
の
計
画
期
間
に

お
け
る
新
た
な
財
政
見
通
し
を
策
定
し
、
市
民

に
公
表
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の

認
識
は
。

市
長
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
今
後
の
市
税
な
ど
、

収
入
科
目
ご
と
の
歳
入
面
の
影
響
を
見
通
す
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
状
況
を

注
視
し
つ
つ
、
歳
出
面
で
は
、
大
型
事
業
で
あ

る
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
や
中
間
処
理
施

設
整
備
事
業
の
事
業
ス
キ
ー
ム
及
び
事
業
費
を

確
認
し
た
上
で
、
そ
の
策
定
手
法
や
期
間
、
公

表
方
法
等
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

生
活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
策
と
し
て
生
活

保
護
制
度
が
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
貧
困
が
進
む
中
、
生
活
保
護
の
申
請
を
ち
ゅ

う
ち
ょ
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
親
族
等
へ
の

扶
養
照
会
の
取
扱
い
は
。

市
長
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
市
民
に
生
活
保
護
制

度
な
ど
の
支
援
制
度
を
た
め
ら
う
こ
と
な
く
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
生
活
保
護
制
度
に
お
い
て
課
題
と

さ
れ
て
き
た
扶
養
照
会
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
弾
力
的
運
用
の
方
針
に
基
づ

き
適
切
に
対
応
し
、
市
民
一
人
一
人
の
生
活
の

維
持
・
安
定
に
尽
力
し
て
い
く
。

問答問答

▲新体育館のイメージ図

川
口
　三
男

日 本 共 産 党
沼 津 市 議 団

鉄
道
高
架
事
業
に
よ
る
市
民
生
活
の
向
上
や

地
域
経
済
の
見
通
し
は

山
下
　富
美
子

未来の風

厳
し
い
財
政
状
況
の
中

大
型
事
業
の
実
施
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は

用

解
語

説

普
通
建
設
事
業
費

　
道
路
や
学
校
、橋
梁
、公
営
住
宅
等
の
建

設
な
ど
に
要
す
る
投
資
的
な
経
費
の
こ
と
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